
第三章

光の妖精ノラ
数日たった風が穏やかでよく晴れた日の午

後、ポイプビーチの青空の下、黒光りするピア

ノがあった。赤いドレスを身にまとったノラ

の指先は黒と白の
けんばん

鍵盤の上で軽やかに踊り、
はいご

背後の
な

凪いだ海の波の音を
ばんそう

伴奏にして美しい

曲を
かな

奏でていた。そよ風は髪を
なび

靡かせ、髪の

下にある
せんさい

繊細な顔を時々
のぞ

覗かせた。その顔は

美しく、非の打ち所がない。動きの一つ一つ
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